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ようこそ先輩 本校で教
育実習が行われました。実習生
の田中さくら先生は本校の卒業
生です。元気で、明るく、笑顔の
絶えない方です。そんな田中先
生と過ごす学校生活にのびっ子
たちも大喜びでした。教育実習
は一週間と短く、別れが寂しく感
じました。でも、来年も本校で実
習が続きます。田中先生の元
気と笑顔、そして、心のこもったあ
いさつの姿を忘れず、大きくのび
た姿を見せましょう。また、会える
ことを願っています。

「ことばのちから」を育てる 歌人の俵万智さんが語っておられました。「楽しみといえば、夜の枕元で母から聞かされた童

話だった」と。全てを暗唱するほど繰り返し聞いた物語は、幼い心に深く残り、ことばの土台となったといいます。今、子どもたちを取り巻く環境
は大きく変わりました。スマートフォンや動画配信など、便利で魅力的なものが身の回りにあふれています。しかし、乳幼児期の長時間の視
聴は、ことばの発達やコミュニケーションの力に影響を及ぼすという研究結果も報告されています。画面から得る情報は一方通行になりがち
で、「ことばを交わす」経験とは性質が異なります。もちろん、ＩＣＴ機器は私たちの生活や学習に欠かせないものです。本校でも教育活動の
中で有効に活用しています。ただ、子どもの健やかな成長のために大切にしたいのは、人と人とが向き合い、声をかけ合い、思いを伝え合う
時間です。読み聞かせや家族との会話、友達とのやりとりの中で、子どもたちはことばを学び、相手を思いやる心を育てていきます。大人が
肉声で語りかけることは、子どもにとって何よりの安心であり、豊かな情緒を育む土壌となります。本校では、読書活動の充実や対話を大切
にした授業づくりを進めています。ご家庭におかれましても、短い時間でも構いませんので、ぜひ「ことばを交わすひととき」を大切にしていただ
ければ幸いです。ことばの力は、生きる力の礎です。学校と家庭がともに手を携え、子どもたちの未来を支えていきたいと思います。

かがやき優良賞 作文コンテスト
でのびっ子の作品が表彰を受けました。ＪＡ様
から雑誌「ちゃぐりん」の寄贈を受けて読書感
想や農業に関する意見文を書いた３年生が
受賞しました。会場には天草管内から受賞した
小学生が集まる中で、光り輝くのびっ子たちで
した。大きな賞状と副賞をいただき、満面の笑
顔の中に、学びの成果を認められた喜びが感
じられました。おめでとう！

一日体験入学来春の入学を予定し
ている子供たちの体験入学会を開きました。来
校を楽しみにしていた一年生は、胸をワクワクさ
せながら読み聞かせの練習に取り組んでいまし
た。交流会が始まってすぐにやさしくお世話する
姿は頼もしく感じられました。交流会では歌や
ゲーム活動で楽しくすごしました。新入予定の子
どもたちも目を輝かせながら先輩たちとの楽しい
時間を過ごせたようでした。入学を待ってます。

優良賞
宮元 紬さん・岩本姫奈さん
西山咲良さん・須﨑優菜さん
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つなしの会 「つなしの会」は、年齢
を数える際に「一つ、二つ…九つ」と付く
「つ」が、10歳（とお）でなくなることから、10
歳を迎える４年生の成長と自立を祝う行事
です。更生保護女性会のご厚意により毎年
「つなし」を祝っていただいております。手作り
のお祝いの色紙を子供たち一人一人にい
ただきました。「つなしの会」を通して、成長の
意味とともに地域の方々に見守られている
喜びを感じたのびっ子たちでした 。

赤棒：肯定感・有用感平均 青折：学校生活満足度
橙折：授業理解度

ありがとう集会 これまで、教育活
動に多くの方々にご参加いただきました。の
びっ子の笑顔は、地域の方々をはじめ、ご支
援いただいた皆様のおかげです。今年も、
感謝を伝える集会を開きました。のびっ子会
が計画し、進めた集会です。参加された
方々が喜んでいただけるように心を込めて取
り組みました。絆が太く、強くつながった時間
となりました。支援者の皆様方、これからもの
びっ子をよろしくお願いします。
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のびっ子の輝き Ｎoboritate.es
School life scene

のびっ子まつり開催 年に一度の学校のお祭り「のびっ子まつり」が開催されました。毎年子供たちへのご褒美と
して、保護者の方々が開いてくださいます。地域の方々、民生委員の方々、上天草高校、老人会、社会福祉協議会の皆さんのご
協力をいただき、たくさんのブースが設置されました。のびっ子はみんな大喜びで、笑顔いっぱいで、楽しく活動していました。学校生活
の大きな思い出として深く心に残ることでしょう。保護者の方々をはじめ、ご協力いただいた多くの方々に心より感謝申し上げます。子
供たちの健全な成長を願う我々大人が、しっかりと関わり、守り育てる学びの環境をこれからも高めていきたいと考えます。

縦割り班対抗リレー大会 体育委員会のみな
さんの企画で「縦割班対抗リレー大会」を開きました。気温が低
く、とっても寒い日になりましたが、おいしい給食を食べた後で
もあり、心も体もポカポカでした。どの班も前日から作戦を立て
て臨んでいました。全員が真剣にチームのために全力で走りぬき
ました。のびっ子全員で楽しい昼休みを過ごしました。計画して
くれた体育委員会のみなさん、ありがとう。

給食記念週間「給食」への感謝の心を高めるのびっ
子たちです。給食記念週間では、給食委員会のみなさんが中心と
なって、「食」に関する活動を行いました。昼休みには「豆つか
み大会」を開いて、はしの上手な使い方について体験活動を進め
ていました。給食後とあってみんなとっても上手に「豆つかみ」
ができていました。調理場の先生方への感謝の気持ちもしっかり
と伝えながら日々の給食をいただいているのびっ子たちです。

オープニングセレモニーでは、
合唱 （ ６年生 ） 、童話発表
（ くん）、演舞（３年生）が披
露され、会場が熱く盛り上がりま
した。学習成果を発表してくれた
のびっ子たちに感謝の気持ちで
いっぱいです。ありがとう。

開会と共に、校内に飛び出し
たのびっ子たちは笑顔でいっぱい
でした。野菜の販売は、２年生が
心を込めて育てた冬野菜です。
６年生は茶道体験も行いました。
上天草高校福祉科のご協力で
福祉体験もすることができました。

その他にも、お手玉、竹とんぼ
に、竹馬、こま回しなどの昔遊び
体験、輪投げやグランドゴルフ、
ゴールボールなどのスポーツ体
験もありました。まわりきれないほ
どの体験ブースが用意され、心
がポカポカした一日となりました。

お魚料理教室
６年生が地域の漁業者クラブのご
厚意で鮮魚の下処理から調理まで
の体験活動を行いました。海に囲
まれたふるさとの豊富な水産資源
を守り、活用することの大切さも
感じとる時間にもなりました。ご
協力いただいた方々へ深く感謝い
たします。

学習成果発表
教室が学習カフェに変身しま
した。このカフェは、４年生
が学習成果の発表の場として
企画した取組です。鉄器で沸
かしたお湯で淹れた特製のお
茶も振舞われました。地域の
方々、保護者のみなさん、そ
して、他学年の子供たちも参
加し、賑やかな会場になりま
した。何よりも学習成果のま
とめ方、プレゼンの方法もよ
く工夫されていて、参加され
た全員が満足のいく時間を過
ごされたように感じました。
のびっ子の学びが、また広が
りました。


